
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 31 年度（令和元年度）

第３回四万十市産業振興計フォローアップ委員会

１ 四万十市の産業状況等 
２ 四万十市の人口 
３ 各産業分野の進捗状況 

資 料 １-２ 

農業 

林業 

商工業 

観光 

水産業 

連携 
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１ 四万十市の産業状況等

１ 四万十市の生産・販売・出荷額の状況 

1,873百万円

2,012百万円
2,057百万円

1,933百万円

1,944百万円

2,165百万円

2,544百万円

1,481千円/戸

（1,265戸）

2,120千円/戸

（1,021戸）

500千円/戸

1,000千円/戸

1,500千円/戸

2,000千円/戸

2,500千円/戸

1,000百万円

1,500百万円

2,000百万円

2,500百万円

3,000百万円

H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

農業生産額及び販売農家一戸当りの生産額

農業生産額 販売農家１戸当たりの生産額

59,229㎥

46,647㎥ 75,373㎥

93,790㎥

52,540㎥
57,146㎥

71,945㎥

217人
237人 220人 216人 238人 259人 260人

273㎥/人 197㎥/人

343㎥/人
434㎥/人

221㎥/人 221㎥/人

277㎥/人

0人

100人

200人

300人

400人

500人

0㎥

20,000㎥

40,000㎥

60,000㎥

80,000㎥

100,000㎥

H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年

原木生産量及び就業者一人当りの生産量

原木生産量 林業就業者 就業者一人当たりの生産量

4,053人 3,939人 2,978人 2,950人 2,941人

87,579百万円 79,809百万円

56,833百万円

67,645百万円

69,071百万円

21,608千円/人20,261千円/人
19,084千円/人

22,931千円/人23,486千円/人

0千円/人

5,000千円/人

10,000千円/人

15,000千円/人

20,000千円/人

25,000千円/人

0百万円

20,000百万円

40,000百万円

60,000百万円

80,000百万円

100,000百万円

H16 H19 H23 H26 H28

商品販売額及び従業者一人当り販売額（卸・小売業）

商業従業者数 商業年間商品販売額 従業者一人当り販売額

※商品販売額は H23 以外前年分 

584人 537人 572人 574人 706人 739人 801人

8,398百万円

9,281百万円
9,572百万円

10,731百万円
11,998百万円

12,975百万円

14,008百万円

15,512百万円

14,380千円/人

17,283千円/人

16,734千円/人

18,695千円/人

18,378千円/人

18,955千円/人 19,366千円/人

0百万円

2,000百万円

4,000百万円

6,000百万円

8,000百万円

10,000百万円

12,000百万円

14,000百万円

16,000百万円

18,000百万円

H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年
4,000千円

8,000千円

12,000千円

16,000千円

20,000千円

製造品出荷額等と従業員一人当りの出荷額等

従業者数 製造品出荷額等 従業者一人当りの出荷額等

市内総生産額 1.03

市内総生産額

（一次産業）

1.167

市内総生産額

（二次産業）

1.01

市内総生産額

（三次産業）

1.03

製造品出荷額等

1.85

商業年間商品販売額

1.22

製造業現金給与総額

製造業現金給与

総額 1.56

生産年齢人口 0.86

観光入込客数 0.88

原木生産量 1.22

0.7

0.8

0.9

1

1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

1.6

1.7

1.8

1.9

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

平成 23 年を基準 
（１とする） 

産業振興計画 
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国立社会保障・人口問題研究所（社人研）が平成 25 年３月（H22 国調ベース）と平成 30 年３月（H27 国調ベース」）

に行った人口推計を高知県下で比較すると、H25 年人口推計よりも H30 年人口推計で人口が増加傾向の自治体は、

2020 年時点で 11 自治体、2040 年時点で６自治体となっている。 

四万十市も人口推移で人口が増加傾向の自治体の一つであり、「四万十市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン」

の趨勢人口と戦略人口の推計と比較すると下図のようになる。（社人研が平成 30 年３月に公表した人口推計は 2045 年までで

あるが、国が提供する人口推計ツールを使用し、社人研の推計をもとに 2060 年までの推計を独自に行った。） 

⑴ 自然動態での比較 

H22国調までの５年間（H18～H22、下表①）とH27国調までの５年間（H23～H27、下表②）の出生数を人口動態調査（厚

生労働省）で比較すると、出生数は減少しているが、県の推計人口等から算出した合計特殊出生率は一定水準を保ち、

H22国調基準の推計値を上回っている。死亡者数も出生同様に比較すると増加しているが、H22国調基準の推計値よりは

下回っている。そのためH27国調基準の推計では、自然動態の推計値が上方修正されている。 

２ 四万十市の人口①

▲166人 ▲152人 ▲168人 ▲170人 ▲176人 ▲210人 ▲220人 ▲238人
▲316人

▲242人 ▲259人▲313人
▲221人

285人 278人 293人
250人 276人 265人 247人 250人 229人

268人 262人
208人

264人

451人 430人 461人
420人 452人 475人 467人 488人 545人

510人
521人 521人

485人

▲400人

▲300人

▲200人

▲100人

0人

100人

200人

300人

400人

500人

600人

700人

H18年 H19年 H20年 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年

出典:人口動態調査（厚生労働省）

自然動態の推移

自然増減 出生数 死亡数

+0人
▲80人 ▲38人 +70人 +214人 +381人 +569人 +786人 +988人 +1,188人 +1,391人

35,933人
34,393人

32,548人

30,606人

28,619人
26,538人 24,327人

22,152人
20,108人

18,186人

16,341人

34,313人
32,510人

30,676人
28,833人

26,919人

24,896人
22,938人

21,096人

19,374人

17,732人

34,393人 32,800人

31,147人

29,554人
27,972人

26,304人

24,642人 23,115人

21,728人
20,449人

▲500人

+0人

+500人

+1,000人

+1,500人

+2,000人

+2,500人

+3,000人

5,000人

10,000人

15,000人

20,000人

25,000人

30,000人

35,000人

40,000人

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

差四万十市人口推計（人口ビジョンベース）

差（社人研－趨勢人口） 趨勢人口 社人研H30推計準拠 戦略人口

自然動態比較 出生数 死亡数 

①人口動態調査（H18～H22） 1,382 人 ▲2,214 人 

②人口動態調査（H23～H27） 1,259 人 ▲2,485 人 

③社人研推計により算出（H22 国調基準;H22.10-H27.9） 1,211 人 ▲2,510 人 

※人口動態調査は、各年 1 月～12 月の合計。社人研は、国調基準のため各年の 10 月～９月の移動となる。 

6,010人

5,920人 5,893人
5,823人 5,777人

5,650人
5,687人 5,632人

5,504人

276人

265人
247人 250人

229人

268人 262人

208人

264人

0人

50人

100人

150人

200人

250人

300人

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30
5,000人

5,250人

5,500人

5,750人

6,000人

6,250人

6,500人

出典：女性人口-高知県の推計人口（10/1）
出生数-人口動態調査（厚生労働省）

期間合計特殊出生率等

女性人口（15-49歳） 出生数

合計特殊出生率 1.65 

1.64 

1.54 1.60 
1.51 1.80 1.84 

1.47 

1.90 

１ 高知県下の人口推計の状況について 

２ 四万十市の人口推計の状況について 

+0人 +37人
+129人 +133人 +158人 +178人 +195人 +193人 +182人 +170人 +163人

1,332人

1,211人

1,044人
888人

788人
694人

604人
544人

481人
419人 376人

1,248人

1,173人

1,021人
946人

872人
799人

737人
663人

589人 539人

1,211人

990人

922人

947人 965人 947人 900人
873人 857人

869人

+0人

+50人

+100人

+150人

+200人

+250人

+300人

+350人

+400人

100人

300人

500人

700人

900人

1,100人

1,300人

1,500人

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

差
四万十市人口推計（0-4歳）（人口ビジョンベース）

差（社人研－趨勢人口) 趨勢人口 社人研H30推計準拠 戦略人口
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社会動態比較 転入 転出 社会増減 

④人口動態調査（H18～H22） 6,256人 7,377人 ▲1,121人 

⑤人口動態調査（H23～H27） 5,840人 6,074人 ▲234人 

⑥社人研推計により算出（H22 国調基準;H22.10-H27.9） ― ― ▲666人 

※人口動態調査は、各年 1 月～12 月の合計。社人研は、国調基準のため各年の 10 月～９月の移動となる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑵ 社会動態での比較 

H22 国調までの５年間（H18～H22、下・右表④）の社会増減と H27 国調までの５年間（H23～H27、下・右表

⑤）の社会増減を住民基本台帳人口移動報告（総務省）により比較すると両期間とも社会減となっているが、

H27 国調までの５年間で大幅に改善している。そのため、H30 公表の推計値では、15 歳から 64 歳までの純移

動率を中心に上昇修正されており、女性の移動が改善されることにより、0～4歳人口が出生と合わせ H25 年

公表値よりも上方修正されている。 

社会減が抑制されたのは、移動の推移をみる と平成21年頃から転出数が減少していることが大きいが、これ

は2008年（H20年）のリーマンショック及び2011年（H23）に発生した東日本大震災の影響による全国的な社会

移動の減少と同じ推移である。これまでも好景気の期間は地方から東京圏等への転出が多くなる傾向があり、景

気の谷に入る時期（オイルショック、バブル崩壊、リーマンショックなど）に移動数が減少（下図⑥）している。

四万十市の転出の多くは、東京圏（東京・埼玉・千葉・神奈川）、大阪圏（大阪・兵庫・京都・奈良）及び四国と

なっており、東京・大阪圏の転入超過する時期と四万十市の転出者数が多くなる時期は同じである。東京・大阪

圏への転出が減少する時期は、全体的に移動数は減少するが四国の転入の割合が増加する傾向にある。 

近年では転入が減少傾向であり、進学や就職等で一度市外に出て行った方をどうやって再び四万十市に帰っ

てきてもらうかが課題になる。 

報道によれば 2019 年（H31）の東京圏への転入超過は 14 万 8,783 人で前年より 8,915 人増加し、３年連続

増加している。三大都市圏でも東京以外は人口が流出し、転出超過は 39 道府県にのぼる。（R2.2.1:高知新聞） 

60,000千人

70,000千人

80,000千人

90,000千人

100,000千人

110,000千人

3,000千人

3,500千人

4,000千人

4,500千人

5,000千人

5,500千人

6,000千人

6,500千人

7,000千人

出典:住民基本台帳移動報告、国勢調査、人口推計（総務省）を基に作成

国内の移動者数（都道府県間）と生産年齢人口推移

15～64歳人口 年 計

※東京圏：東京、埼玉、千葉、神奈川  大阪圏：大阪、兵庫、京都、奈良 

▲546人

▲483人

607人

170人

▲490人
▲556人

456人

129人

▲421人

▲709人

210人

▲28人▲288人

▲560人

346人

115人

▲800人

▲600人

▲400人

▲200人

0人

200人

400人

600人

出典:RESAS（住民基本台帳人口移動報告:総務省）

四万十市年齢階級別純移動数①

H7→H12 H12→H17 H17→H22 H22→H27

▲271人
▲385人▲323人

▲155人

13人

▲53人
▲14人

▲66人

64人

▲165人

23人

▲7人

▲206人

▲90人

1,282人

1,240人
1,243人

1,225人
1,266人

1,194人 1,200人
1,166人

1,153人 1,127人 1,128人
1,153人

1,014人
1,038人

1,553人

1,625人

1,566人

1,380人1,253人 1,247人
1,214人

1,232人

1,089人

1,292人

1,105人

1,160人

1,220人

1,128人

0人

200人

400人

600人

800人

1,000人

1,200人

1,400人

1,600人

▲400人

▲300人

▲200人

▲100人

0人

100人

200人

300人

400人

500人

600人

H18年 H19年 H20年 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 H31年

出典：住民基本台帳人口移動報告（総務省）

社会動態の推移

社会増減 転入者 転出者

２ 四万十市の人口②

消費税導入(3%) 消費税増税(5%) 

リーマンショック 

消費税増税(8%) 

バブル崩壊 

バブル景気 

東日本大震災 

平均有効求人倍率 1.61 倍
（9年連続上昇） 

いざなみ景気 

阪神・淡路大震災 

アジア通貨危機 

アベノミクス 

実感なき戦後最成長 

SARS 流行 

▲20千人

▲15千人

▲10千人

▲5千人

千人

5千人

10千人

15千人

▲200千人

▲150千人

▲100千人

▲50千人

千人

50千人

100千人

150千人

200千人

S63H元H２H３H４H５H６H７H８H９H10H11H12H13H14H15H16H17H18H19H20H21H22H23H24H25H26H27H28H29H30

四国東京・大阪圏

出典:住民基本台帳人口移動報告（総務省）を基に作成

東京圏・大阪圏・四国の転入超過数

東京圏 大阪圏 四国
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ン
シ
ョ
ッ
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ブ
ル
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壊 
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・
淡
路
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災 
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ア
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貨
危
機 

いざなみ景気 
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▲1,029人 ▲1,046人 ▲1,130人
▲848人

749人
409人 23人

478人

▲1,200人

▲900人

▲600人

▲300人

0人

300人

600人

900人

H7→H12 H12→H17 H17→H22 H22→H27

出典:RESAS（住民基本台帳人口移動報告:総務省）

四万十市年齢階級別純移動数②

10～14歳→20～24歳 20～24歳→40～44歳

２ 四万十市の人口③

3人

▲6人
▲4人

3人
28人

▲45人 ▲2人

23人

▲35人
▲3人

▲63人 ▲20人 ▲69人

23人

▲138人

23人

▲36人

▲161人

13人 17人 10人

0人

13人

19人

2人 6人

▲11人
▲240人

▲200人

▲160人

▲120人

▲80人

▲40人

0人

40人

80人

120人

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

出典:RESAS（住民基本台帳移動報告:総務省）

四万十市年齢階級別純移動数

0～14歳 15～64歳 65歳～

+0人 ▲14人 +100人 +251人 +387人 +446人 +516人 +559人 +569人 +547人 +521人

4,537人

4,066人

3,583人

3,129人

2,699人

2,345人
2,056人

1,811人

1,596人
1,410人

1,242人

4,052人

3,683人

3,380人

3,086人
2,791人

2,572人
2,370人

2,165人
1,957人

1,763人

4,066人

3,549人

3,140人 2,865人 2,830人

2,845人2,789人 2,692人 2,595人2,558人

▲150人

+0人

+150人

+300人

+450人

+600人

+750人

+900人

+1,050人

+1,200人

500人

1,000人

1,500人

2,000人

2,500人

3,000人

3,500人

4,000人

4,500人

5,000人

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

差
四万十市人口推計（0-14歳）（人口ビジョンベース）

差（社人研－趨勢人口） 趨勢人口
社人研H30推計準拠 戦略人口

+0人 ▲104人 ▲206人 ▲205人 ▲142人

+37人 +226人 +542人 +850人 +1,134人 +1,206人

20,672人

18,585人

16,810人

15,361人

14,213人 13,038人 11,315人
9,749人

8,408人
7,372人

6,656人

18,481人

16,604人

15,156人 14,071人

13,075人
11,541人

10,291人
9,258人 8,506人 7,862人

18,585人 17,088人

15,881人
14,964人

13,958人

12,448人

11,165人 10,158人9,489人 9,135人

▲300人

+0人

+300人

+600人

+900人

+1,200人

+1,500人

+1,800人

+2,100人

2,000人

4,500人

7,000人
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差
四万十市人口推計（65歳以上）（人口ビジョンベース）

差（社人研ー趨勢人口) 趨勢人口 社人研H30推計準拠 戦略人口
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分野 平成 31 年度（令和元年度） 令和２年度 

農
業
分
野 

１ ぶしゅかん普及促進【P.4､15】 

・現地検討会、四万十方式栽培マニュアルに沿った栽培管理指導等   

生産量の拡大と併せて品質向上の取り組みを加速 

２ 栗の振興【P.4､5､15､16､18､22】 

・四万十栗生産加工販売促進再生事業（しまんと美野里） 

縮間伐、集荷、新植など 

・栗暮プロジェクト（橘地区実証農園:農業公社）、集荷（JA 高知県） 

３ わさび実証実験事業【P.16】 

・栽培現地検討会、４品種（正緑、ｸﾞﾘｰﾝｻﾑ、真妻、天城にしき）の収穫（H30～

H31） 

・食べ比べ試食会（ﾜｻﾋﾞ茶漬け、ﾜｻﾋﾞﾏﾖﾈｰｽﾞｿｰｽのｻﾝﾄﾞｲｯﾁ等５品） 

４ 農産物ブランド化（しまんと農法米、40010 日ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）【P.1､5】 

・販促活動の継続（販促：まるごと高知、商談会：お米マッチングフェア） 

・具同小５年生による農法米の米粉を使った商品開発（かりんとう３種:プ

レーン、しょうが、玉ねぎ） 

５ その他 

・有望品目産地化（レンタルハウス等の施設整備など） 

・環境保全型農業の推進（環境保全型、有機農業等支援など） 

・担い手育成（新規就農、認定農業者、集落営農支援など） 

・農地利用、耕作放棄地対策（農地中間管理事業、基盤整備、直接支払・

多面的事業など） 

●ぶしゅかん 

新植面積H30:10.9ha⇒H31:11.7ha H31目標12ha 

生産量H30:28.1t⇒H30:21t(市内) H31目標54t 

●栗 

栽培面積H29:45.8ha⇒H30:48.0ha H31目標47ha 

生産量H30:16.1t⇒H31:19.6t   H31目標60t 

●しまんと農法米 

栽培面積H30:10.22ha⇒H31:15.27ha H31目標20ha 

生産量H30:33.2t⇒H31:44.25t    H31目標88.4t 

 

□継ぶしゅかん産地化推進事業【地方創生】 

・新規定植、獣害対策、ブランド化、栽培指導等業務委託など 

□継栗暮プロジェクト【地方創生】 

・モデル園、縮間伐指導、平場栽培など 

○新米ナスの振興【地方創生】 

・販路開拓、広告宣伝など 

○新「わさび」の栽培実用化 

・種の絞り込み等による２作目の栽培、産地確立に向けたブラ

ンディング・販路開拓 

□継農産物ブランド化 

・販促活動など 

□拡先端技術を活用した園芸施設や園芸システム等の普及促進 

・スマート農業等の推進 

□継集落営農の広域化の推進 

・集落営農の広域化の仕組みづくり 

○新地域内農業者の共同生産体制の構築 

・生産技術の農業者を中心に共同生産組織を構築 

 

林
業
分
野 

１ 提案型集約化施業の推進【P.23､24】 

・森林経営計画作成、森の工場の促進 

２ 担い手確保・育成【P.26】 

・緑の雇用事業活用（H31 緑の雇用新規３名） 

・森林環境譲与税を活用した新規就業者への支援 

３ 四万十ヒノキのブランド化【P.2､6､23】 

・四万十ヒノキブランド化協議会との連携（四万十ヒノキ強度測定試験の実施） 

・「四万十ヒノキ CLT の屋根構造」の公開実験と完成見学会での PR 

・四万十ヒノキの家見学 宿泊者延 263 名、見学 238 名（12 月末） 

・高知もくもくランド、幡多山もりフェスでＰＲ 

４ 健全な森づくり【P.25､27､28】 

・獣害防護柵設置支援、有害鳥獣捕獲支援、新規狩猟者の確保 

５ 体験事業【P.6】 

・間伐体験（協働の森づくり） 

□継提案型集約化施業の推進 

□継担い手確保・育成 

・緑の雇用、森林環境譲与税関連の人材育成など 

○新新たな森林経営管理システム関連事業 

・森林経営管理システムの広域での共同処理を検討 

・森林所有者の意向調査準備 

・人材育成 など 

□継四万十ヒノキのブランド化 

・四万十ヒノキのパンフレットの更新 

・四万十ヒノキの品質測定を実施し信頼性を確保 

□継健全な森づくり 

・獣害防護ネット設置、有害鳥獣捕獲支援など 

水
産
分
野 

１ 水産資源の回復等【P.29】 

・環境調査等：栽培環境（水温・塩分）、アユ冷水病、アユ仔魚調査 

・漁場整備：アユ、イセエビなど 

・種苗放流：アユ、ツガニ、うなぎ、アメゴ、ヒラメ 

２ 資源管理【P.30】 

・てながえび類の禁漁（９月～３月：県内水面漁場管理委員会） 

・禁漁期間の周知 

３ 体験教室等【P.31】 

・川漁体験、四万十川ガキ、水辺の楽校、親子川漁、放流体験など 

４ その他 

・水産物の高付加価値化の推進（四万十天然鮎を活魚で出荷:豊洲市場、新商品開発など） 

・魚食文化の磨き上げと発信（グルメイベント等での商品販売・ＰＲなど） 

□継四万十鮎のブランド化の推進 

・四万十川漁業振興協議会において協議 

□継環境調査等 

・栽培環境調査、アユ調査など 

□継種苗放流 

・アユ、ツガニ、うなぎ、アメゴ 

□継漁業体験メニューの開発 

□継体験教室等 

 

1.20ha 2.77ha 6.15ha 10.22ha 15.27ha0.9ha 4.9ha
7.7ha 9.7ha

10.9ha
11.7ha

39.5ha
41.8ha 43.9ha 45.8ha

48.0ha

13.0t

16.0t

22.0t
18.0t

28.1t

21.0t15.1t 22.1t 26.1t
29.6t

16.1t 19.6t
4.92t 11.94t

23.3t

33.2t

44.3t

0t
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20t
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40t

50t

0ha

10ha

20ha

30ha
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50ha

H26 H27 H28 H29 H30 H31

戦略品目等の生産量等

しまんと農法米栽培面積 ぶしゅかん新植面積 栗栽培面積
ぶしゅかん生産量 栗生産量 しまんと農法米生産量

３ 平成31年度（令和元年度）の各産業分野の動き①（主なもの）  

「四万十ヒノキ CLT の屋根構造」公開
実験と完成見学会（明星建設事務所） 

鮎の稚魚放流 
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分野 平成 31 年度（令和元年度） 令和２年度 

商
工
業
分
野 

１ 商店街の活性化等【P.3､11､32～34】 

・旧土豫銀行跡地開発：「Shimanto+Terrace はれのば」整備（プレオープン：R２年３月 23 日（月）） 

・チャレンジショップ（３件）、空き店舗対策事業（１件） 

・各種イベント開催（公家行列、ジュニア駅伝、まち歩き人生ゲームなど） 

２ 「㈱西土佐ふるさと市」を核とした地域創造事業【P.1､3､5､9､11】 

・毎月フェア開催、商品開発、外商活動、HACCP 研修、食品表示講習会 

・H30 レジ通過者 187 千人、販売価格 1億 9,971 万円 

３ 新食肉センター整備【P.4､5､6】 

・整備検討委員会の開催、先進地視察、用地測量など 

４ 西土佐地域産業振興協議会【P.1､8､9､12】 

・ワークショップの開催、四万十牛・西土佐地域の魅力 PR

行脚実施 

・西土佐を巡るモニターツアーを企画（３月実施） 

５ 地元消費拡大等【P.1､3､13】 

・西土佐産業祭・四万十うまいもの商店街合同開催（12

月:来場者 3,000 人） 

・道の駅フェア、四万十花紀行など 

６ 外商活動【P.2､9】 

・販売フェア、物産展、商談会へ参加 

７ 施設の長寿命化・南海地震対策【P.32】 

・施設の長寿命化・耐震工事、住宅耐震改修支援、施設の

新設など 

８ 企業誘致【P.34】 

・ソウルドアウト㈱地方拠点「デジタルオペレーションセンター四万十」開所（１月） 

12 名雇用（正社員：市内２名、契約社員市内：６名、市外４名） 

□拡商店街の活性化等 

・「Shimanto+Terrace はれのば」グランドオープン：R２年４月 10 日（金） 

はれのばを拠点に中心商店街へのシャワー効果のある事業を実施 

・中心商店街活性化に向け、地域おこし協力隊を１名配置 

・チャレンジショップ、空き店舗対策 

・各種イベントの開催 など 

□継道の駅よって西土佐（㈱西土佐ふるさと市） 

・毎月フェアの実施、商品開発の推進 

・○新 ﾘﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを中心施設として実施 

□継新食肉センター整備 

・基本設計など 

□継地元消費・外商の推進【地方創生】 

・販売フェアの開催、商談会等への出展 

・県外事業者等の拠点施設を活用した外

商活動 

□継施設の長寿命化・南海地震対策 

□継企業誘致、シェアオフィス整備の推進 

 

観
光
分
野 

１ 滞在型観光の推進【P.7～9､36～40】 

・各種観光イベントの開催、観光動向・外国人ｱﾝｹｰﾄ調査、２次交通の充実、観光ガイド育成など 

・宿泊特典共通割引券、スタンプラリーの実施（旅館組合・観光協会） 

・スポーツツーリズムの推進 

四万十市スポーツ合宿支援事業補助金の創設（H31 補助活用：４件見込） 

（２泊以上かつ延50泊以上、１泊1,000円、上限10万円） 

２ 観光商品のセールス・情報発信【P.7､8､11､12】 

・商談会、旅行会社訪問、セールス活動、イベント出展 

（四万十市観光協会、幡多広域観光協議会など） 

３ 観光施設整備【P.36】 

・四万十ひろばオートキャンプ場整備（カヌー館） 

施設概要（区画数：20 サイト） 

① リバービューサイト：７サイト 

② レギュラーサイト：７サイト 

③ セミフリーサイト：６サイト 

※オンライン予約システムの導入（既存予約サイト活用） 

・四万十流域サイクルロード整備プロジェクト（企業版ふる

さと納税） 

４ 広域観光推進【P.7､8､11､14､39】 

・リョーマの休日～自然＆体験キャンペーン～と連携 

・一般旅行、ｽﾎﾟｰﾂﾂｰﾘｽﾞﾑ、教育旅行、国際旅行の強化推進（幡多広域観光協議会） 

○新自然体験型観光資源強化事業 

・四万十ひろばオートキャンプ場オープン（令和２年４月 19 日（日）） 

オープニングイベントでバーベキューを実施 

・リバーベキュープロジェクトの実施 

・観光商品のセールス・情報発信 

・リョーマの休日～自然＆体験キャンペーン～２nd シーズンとの連携 

□継２次交通の充実 

・川バス、しまんとあしずり号、市内（市街地等）周遊バスの運行など 

□継スポーツ合宿支援補助金 

・市内宿泊施設、スポーツ施設を利用した合宿を支援 

□継地域おこし企業人交流プログラム 

・おもてなし向上、情報発信など 

○新 ONSEN・ガストロノミーツーリズム【地方創生】 

・ガストロノミーウォーキングの実施、PV 制作 

□継四万十・足摺エリア版 DMO による広域観光推進連携事業【地方創生】 

 

 

３ 平成31年度（令和元年度）の各産業分野の動き②（主なもの）  

Shimanto+Terrace はれのば施設概要 

①整備面積：642.08 ㎡ ③テナント 

飲食店４店舗予定 

（68.93㎡、各８席） 

④その他施設 

・公共スペース 

・公衆トイレ 
②直営カフェ：cafe ｎ2 
（面積 134.42 ㎡、58 席） 
11:00～18:00 月曜定休 

 

四万十ひろば 

↓四万十川 
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